
農業機械科３年生 整備実習

実習テスト １

７月７日（火）に農業機械科３年生がシリンダヘッドのひずみ測定の実習

テストを行いました。これは授業内で分解したエンジンの組み付け作業を

実施する一環として実施しています。

ひずみの測定には定規のようなストレートエッジとシックネスゲージを使

います。シックネスゲージは隙間の測定に使用する計測器具であり、防錆

のために油を塗布しています。

また、バルブ・ガイドとバルブの隙間の測定もダイヤルゲージを用いて行

いました。それぞれの生徒が測定し基準に満たないものは交換する流れに

なります。

担当教諭より説明 測定中

ストレートエッジ、シックネスゲージ、ダイヤルゲージ


